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「私の第一歩」
香川県・三豊市立詫間中学校・三年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はやしもと),林本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆう),結宇)
　テレビや新聞で毎日のように報道されている様々な事件。殺人、傷害、窃盗、詐欺など事件の種類は多岐にわたる。最近特によく耳にする「あおり運転」。数日前のニュースで見たあおり運転で捕まった犯人は、東京・池袋の暴走事故で妻子を亡くした遺族をＳＮＳでひぼう中傷した男だった。事故で家族を亡くした遺族に対して心ない言葉を浴びせた男。なぜ、一人の人間がいろいろな事件を起こすのか。なぜこの社会では同じような事件が繰り返されるのか。
　そんな疑問を抱いたとき、ふと、小学生の時にみたドキュメンタリー番組を思い出した。草刈健太郎さんの「職親プロジェクト」というドキュメンタリー番組だ。元受刑者の就労を支援するため、関西に拠点を置く飲食店や建設会社、美容室などが日本財団（東京）と協定を結んで始めた「職親プロジェクト」。犯罪者の再犯を防止するため職と住む場所を提供する、特に身寄りのない元受刑者のまさに親代わりとなって居場所を作るというものだ。「里親」という制度は聞いたことがあったが「職親」という制度は、聞いたことがなかった。
　調べてみると、日本の検挙人数は二〇〇四年の三八九〇二七件から減少し続けている一方で、再犯者率が一九九七年には二七・七％であったが、二〇一九年には四八・八％と上昇し、過去最悪となっていた。また、再犯者の約七十％が無職で、約二十％が住所不定、仕事のない人の再犯率は、仕事のある人の約三倍もあった。それほど高い再犯者率の日本の未来を変えるべく立ち上がったプロジェクトがこの「職親プロジェクト」だったのだ。
　私が番組を見て受けた一番の衝撃は、職親プロジェクトを進める草刈さんがアメリカで妹を殺された被害者遺族であったこと。殺してやりたいとまで憎んでいた加害者を助ける立場にたっていること。なぜ、加害者にそこまでする必要があるのか。人に迷惑をかけて傷つけてきたはずの人たちに…。
　草刈さんが直面した更生の難しさ。少年院を出た少年たちは、雇ってもすぐやめてしまったり、先輩のお金を盗んだり、薬物に手を出したり…。

でも、草刈さんはあきらめなかった。なぜなら、少年たちは親に見捨てられたり、教育を受けていなかったりした子が多く、社会的被害者だと気付いたからだ。そしてそこには、「反省は一人でもできるが、更生は一人ではできない」という職親プロジェクトの理念があった。
　社会的被害者だからといって、罪を犯していいわけではないはずだ。それでも、罪を犯したのがこの社会なら、罪を償うのも私たちが住むこの社会なのだ。社会が…そして私たちが偏見をもって接することで、加害者だった人たちを孤立させ、再犯へと導いてしまっているのではないだろうか。
　では、社会的に未熟な私に、一体何ができるだろうか。これから先、更生した人と出会ったとして、偏見の目を持たずに接する事ができるだろうか。正直、自信はない。それでも、人々が集まり、生活を営み、自分がしたことが少なからず周りの人に影響を与えたり、与えられたりしながら、生きているのだから自分ができることをしていきたいと思った。草刈さんのように、「親になる」ような、大きなことはできないけれど、親身になって相談にのってあげることはできる。挨拶だけでもいい。声をかけることで、何か影響を与えて、変化を与えてあげることができるかもしれない。もしくは、支えてあげることができるかもしれない。
　「職親プロジェクト」を知ったことで、加害者への見方が変わるいい機会となった。一方的に犯罪者だからと責めるだけでなく、社会の一員として、受け入れることの大切さに気付いた。明るい社会へとつながる私の第一歩となった。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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